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沖縄県手話言語条例

手話は、手指の動きや表情などを用いる独自の語彙及び文法体

系を有し、ろう者とろう者以外の者が、意思疎通を行うために必要

な言語です。

手話を使い生活を営むろう者とろう者以外の者が互いに理解し

合える地域社会の構築を目指して、平成28年4月1日から「沖縄県
手話言語条例」がスタートしました。

本条例では、手話に対する理解の促進、手話を使用しやすい環

境づくり、これらの手話の普及に関し、基本理念を定め、県の責務

及び県民の役割を明らかにするとともに、手話の普及に関する施策

の基本となる事項を定めることにより、手話の普及に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図り、もってろう者と

ろう者以外の者が共生することのできる地域社会を実現することを目的としております。

条例の基本理念

ろう者とろう者以外の者が、相互に人格と個性を尊重し、手話が意思疎通を行うために必要な言語であるとの認

識の下に、手話の普及を図るものとします。

県の責務

基本理念にのっとり、手話ができる者の協力を得て、手話の普及に関する施策の推進に努めるものとしま
す。

市町村と連携し、手話を学ぶ機会の提供、手話通訳者の養成その他の手話の普及に関する施策の推進に
努めるものとします。

学校教育における手話の普及のための取組への支援に努めるものとします。

県民の役割

手話に対する理解を深めるとともに、手話の普及に関する施策に協力するよう努めるものとします。

ろう者等による普及

ろう者及び手話の関係団体は、手話の普及に関する施策に協力するとともに、自主的に手話の普及啓発を行う

よう努めるものとします。

学校における取組
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ろうである幼児、児童及び生徒が通学する学校の設置者は、ろう児等及びその保護者に対し手話に関する学習

の機会を提供するとともに、教職員の手話に関する技術を向上させるために必要な措置を講ずるよう努めるものと

します。

手話推進計画

手話の普及に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、手話推進計画を策定し、これを実施します。

手話施策推進協議会

手話推進計画の策定又は変更に関する事項について、知事の諮問に応じ調査審議するため、「沖縄県手話施策

推進協議会」を設置します。

～手話推進の日～

毎月第3水曜日は「手話推進の日」です。

条例の基本理念にのっとり、県民の皆様に手話がより身近なものとなるよう、沖縄県聴覚障害者協会の協力のも

と、簡単な手話の表現をご紹介します。是非ご覧ください。

平成31年度

掲載日 タイトル・内容

4月17日(水曜日) 「～入学式／入社式～」

5月15日（水曜日） 「梅雨」

6月19日（水曜日） 「結婚式」

7月17日（水曜日） 「星」

8月21日（水曜日） 「海」

9月18日（水曜日） 「カフェ」

10月16日（水曜日） 「カレンダー」

11月20日（水曜日） 「一週間」

12月18日（水曜日） 「交通」

1月15日（水曜日） 「天気」

2月19日（水曜日） 「医療」


